




[添付資料の目次] 

１  ．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………… Ｐ．２ 

(１)連結経営成績に関する説明 …………………………………………………………………… Ｐ．２ 

(２)連結財政状態に関する説明 …………………………………………………………………… Ｐ．２ 

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………… Ｐ．２ 

(４)経営上の重要な契約等･･･………………………………………………………………………… Ｐ．２ 

２  ．四半期連結財務諸表及び主な注記………………………………………………………………… Ｐ．３ 

(１)四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………… Ｐ．３ 

(２)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………… Ｐ．５ 

(３)継続企業の前提に関する注記 …………………………………………………………………… Ｐ．７ 

(４)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 …………………………………………… Ｐ．７ 

(５)会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更 ……………………………… Ｐ．７ 

(６)企業結合等関係 ………………………………………………………………………………… Ｐ．７ 

(７)重要な後発事象 ………………………………………………………………………………… Ｐ．８ 

※2019年3月期 第3四半期決算説明資料 

-1-

㈱第四北越フィナンシャルグループ(7327) 2019年3月期 第3四半期決算短信



１ ．【当四半期決算に関する定性的情報】 

(１)【連結経営成績に関する説明】 

当社は、2018年10月1日に共同株式移転の方式により、株式会社第四銀行と株式会社北越銀行の完全親会社として設立

されました。経営理念である、 

私たちは 

信頼される金融グループとして 

みなさまの期待に応えるサービスを提供し 

地域社会の発展に貢献し続けます 

変化に果敢に挑戦し 

新たな価値を創造します 

を実践し、従来以上に付加価値の高い金融仲介機能及び情報仲介機能を発揮するとともに、経営の効率化を進めることで、

地域へのより一層の貢献を図り、お客さまや地域から圧倒的に支持される金融グループを目指してまいります。 

当第3四半期連結累計期間（自 2018年4月1日 至 2018年12月31日）の国内経済は、輸出は増加基調にあり、企業

収益も高水準で推移しているほか、個人消費も雇用・所得環境の着実な改善を背景に、振れを伴いながらも、全体では緩やか

な回復基調となりました。 

当社の主要な営業基盤である新潟県内の経済につきましても、企業収益は高水準で推移するなか、設備投資は増加基調が

続いたほか、雇用・所得環境も一段と引き締まっており、個人消費は緩やかに回復するなど、全体では着実に回復を続ける展

開となりました。 

このような金融経済環境のもと、当第3四半期の経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、貸出金利息や有価証券利息配当金などにより834億91百万円となりました。 

一方、経常費用は、利息費用や営業経費などにより715億4百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は119億86百万円となりました。また、企業結合による負ののれん発生益472億7百万円を特別利

益に計上したこと等により、親会社株主に帰属する四半期純利益は536億46百万円となりました。 

なお、当社設立において、企業結合会計上の取得企業を株式会社第四銀行としたため、当第3四半期連結累計期間（自 

2018年4月１日 至 2018年12月31日）の連結経営成績は、株式会社第四銀行の当第3四半期連結累計期間の連結経営

成績を基礎に、株式会社北越銀行の当第3四半期連結会計期間（自 2018年10月1日 至 2018年12月31日）の連結経

営成績を連結したものとなります。 

(２)【連結財政状態に関する説明】 

  当第3四半期連結会計期間末における財政状態につきまして、総資産は8兆8,501億円となりました。また、純資産は4,194

億円となりました。 

主要勘定の残高につきましては、預金の当四半期連結会計期間末残高は7兆1,403億円となりました。また、譲渡性預金の

当四半期連結会計期間末残高は2,462億円となりました。 

貸出金の当四半期連結会計期間末残高は5兆726億円となりました。 

有価証券の当四半期連結会計期間末残高は2兆5,115億円となりました。 

(３)【連結業績予想などの将来予測情報に関する説明】 

2018年10月１日に公表いたしました業績予想から変更はありません。 

(４)【経営上の重要な契約等】 

当社は、当社の完全子会社である株式会社第四銀行と株式会社北越銀行との間で、当社が両行に対して行う経営管理に 

ついて、「経営管理業務委託契約」及び「経営管理手数料に関する覚書」を締結しております。 
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（3） 【継続企業の前提に関する注記】 

該当事項はありません。 

（4） 【株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記】 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高（百万円） 32,776 25,179 208,533 △4,240 262,249 

当第3四半期連結会計期間末までの 

変動額（累計） 

株式移転による変動（注） △2,776 62,488 △49 59,661 

剰余金の配当 △3,772 △3,772 

親会社株主に帰属する四半期純利益（累計） 53,646 53,646 

自己株式の取得 △14 △14 

自己株式の処分 △84 590 506 

自己株式の消却 △3,326 3,326 

土地再評価差額金の取崩 572 572 

当第3四半期連結会計期間末までの 

変動額（累計） △2,776 62,488 47,036 3,852 110,600 

当第3四半期連結会計期間末残高（百万円） 30,000 87,667 255,570 △388 372,850 

（注） 2018年10月1日に株式会社第四銀行と株式会社北越銀行の共同株式移転により、当社設立を行ったことによる増減であります。 

（5） 【会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更】  

当社の子会社である株式会社第四銀行（以下、「第四銀行」という。）の有形固定資産（2018 年 4 月１日以後に取得した建物、建物附属

設備及び構築物を除く）の減価償却方法は、従来、定率法を採用しておりましたが、当第 3 四半期連結累計期間より定額法に変更し

ております。 

第四銀行は2018年度開始の中期経営計画において、営業店舗及び事務機器等の使用実態を確認した結果、長期安定的に使用

されており、その使用価値は存続期間を通じて概ね一定であるため使用実態に即し耐用年数にわたり均等償却により原価配分を行

う定額法に変更することがより適正に経営実態を反映するものと判断いたしました。また、2018 年 10 月の株式会社北越銀行との経営

統合に伴い、持株会社グループ内での銀行業を営む連結子会社の営業店舗及び事務機器等の使用方法を検討した結果、定額法

に変更することがより適正に経営実態を反映するものと判断いたしました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第 3 四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

196百万円増加しております。 

（6） 【企業結合等関係】 

当社は2018年10月1日に株式会社第四銀行（以下、「第四銀行」という。）と株式会社北越銀行（以下、「北越銀行」

という。）の共同株式移転により設立されました。株式移転の会計処理では、第四銀行を取得企業、北越銀行を被取得

企業とする企業結合に関する会計基準に定めるパーチェス法を適用しております。

１．企業結合の概要 

① 被取得企業の名称及び事業の内容 

北越銀行 銀行業 

② 企業結合を行った主な理由 

人口減少等の影響により、将来的には預金・貸出の規模が縮小することが見込まれるほか、我が国での金融

緩和政策の長期化に伴って、今後は貸出業務における利鞘や有価証券運用収益の減少がさらに進むと予想され

ます。このように、両行を取り巻く経営環境は、今後ますます厳しいものとなることが予想され、より盤石な

経営基盤の確立が両行の共通した経営課題となっております。 

加えて、フィンテックに代表される金融・IT 融合やデジタライゼーションの動きが進展する中で、金融サ

ービスのIT化をはじめとする顧客の新たなニーズへの機動的な対応や、更なる付加価値の創成が重要な課題

のひとつとなっているほか、新潟県においても地元企業による海外進出や海外企業との取引が増加する中で、

海外での事業展開ノウハウの提供を含むグローバルな視点でのコンサルティング機能の拡充も求められてお

ります。 

両行の置かれている経営環境の変化及び顧客ニーズの多様化等を踏まえると、長きにわたり信頼関係を築

いてきた両行が経営統合を行い、それぞれの強みを活かして共通の経営課題に対処することが、地方銀行と

しての役割・使命を今後も永続的に果たすことに繋がり、ひいては両行の株主、お客さま及び地域の皆様に

最も貢献できるとの判断に至りました。 

③ 企業結合日 

2018年10月1日 

④ 企業結合の法的形式 

株式移転による共同持株会社の設立 
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⑤ 結合後企業の名称 

株式会社第四北越フィナンシャルグループ（以下、「第四北越フィナンシャルグループ」という。） 

⑥ 取得した議決権比率 

100％ 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

企業結合に関する会計基準上の取得決定要素に基づいております。 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間 

2018年10月1日から2018年12月31日 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得の対価  企業結合日に交付した第四北越フィナンシャルグループの普通株式の時価  59,711百万円 

 企業結合日に交付した第四北越フィナンシャルグループの新株予約権の時価  84百万円 

取得原価  59,796百万円 

４．株式の種類別の移転比率及びその算定方法並びに交付株式数 

① 株式の種類別の移転比率 

（イ）第四銀行の普通株式１株に対し、第四北越フィナンシャルグループの普通株式１株 

（ロ）北越銀行の普通株式１株に対し、第四北越フィナンシャルグループの普通株式0.5株 

② 算定方法 

第四銀行は野村證券株式会社に、北越銀行はみずほ証券株式会社に、第三者算定機関として株式移転比率の

算定を依頼し、提出された報告書に基づき当事者間で協議の上、株式移転比率について合意・決定いたしま

した。 

③ 交付株式数 

普通株式 45,942,978株 

５．負ののれん発生益の金額及び発生原因 

① 負ののれん発生益の金額 

47,207百万円 

② 発生原因 

取得原価が受け入れた資産及び引き受けた負債に配分された純額を下回ったため、その差額を負ののれん発

生益として認識しております。 

（7） 【重要な後発事象】 

当社は、2019年2月8日開催の取締役会において、会社法第165条第２項及び当社定款附則第３条の規定に基づき、自己

株式取得に係る事項を決議いたしました。 

１．自己株式の取得を行う理由 

公表済の「株主還元方針」に基づき、経営環境の変化に対応した資本政策を実施することで、株主の皆様への安定的

な利益還元を図るためであります。 

２．取得に係る事項の内容 

（1）取得対象株式の種類 

当社普通株式 

（2）取得し得る株式の総数 

400千株（上限） （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.87％） 

（3）株式の取得価額の総額 

1,000百万円（上限） 

（4）取得期間 

2019年2月12日～2019年3月29日 
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１．損益の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ連結

(単位:百万円)

2019年3月期 2018年3月期 (参考)

第3四半期
2018年3月期
第3四半期比

第3四半期 2018年3月期

1 53,037 ― ― ―

 資金利益 2 38,144 ― ― ―

 役務取引等利益 3 12,387 ― ― ―

 その他業務利益 4 2,505 ― ― ―

5 40,313 ― ― ―

6 3,225 ― ― ―

 貸出金償却 7 1,438 ― ― ―

 個別貸倒引当金繰入額 8 854 ― ― ―

 一般貸倒引当金繰入額 9 643 ― ― ―

 延滞債権等売却損 10 ― ― ― ―

 その他 11 288 ― ― ―

12

 営業経費

 貸倒償却引当費用

貸倒引当金戻入益

 連結粗利益

○連結粗利益…2019年3月期第3四半期の連結粗利益は530億円となりました。

資金利益は381億円、役務取引等利益は123億円、その他業務利益は25億円となりました。

○経常利益…営業経費が403億円、国債等債券損益が△15億円、株式等関係損益が21億円となり、貸倒償却引当費用

が32億円となったことから経常利益は119億円となりました。

○特別損益･･･企業結合による負ののれん発生益472億円を特別利益に計上しております。

○親会社株主に帰属する四半期純利益…以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は536億円となりました。

1

12 ― ― ― ―

13 373 ― ― ―

14 2,173 ― ― ―

15 △57 ― ― ―

16 11,986 ― ― ―

17 44,837 ― ― ―

 うち負ののれん発生益 18 47,207 ― ― ―

19 56,824 ― ― ―

20 4,160 ― ― ―

21 △1,545 ― ― ―

22 54,210 ― ― ―

23 563 ― ― ―

24 53,646 ― ― ―

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－（資金調達費用－金銭の信託運用見合費用））

　　　　　　　　　＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

（参考） (単位:百万円)

25 12,662 ― ― ―

（注）連結業務純益＝第四銀行業務純益＋北越銀行業務純益＋その他の会社の業務純益

　　　　　　　　　＋関連会社業務純益×持分－内部取引

 その他

 非支配株主に帰属する四半期(当期)純利益

 連結業務純益

 経常利益

 特別損益

 税引前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

 親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益

 四半期(当期)純利益

 償却債権取立益

 貸倒引当金戻入益

 株式等関係損益

1

㈱第四北越フィナンシャルグループ(7327) 2019年3月期 第3四半期決算短信



（２）２行合算

(単位:百万円)

2019年3月期 2018年3月期  (参考)

第3四半期
2018年3月期
第3四半期比

第3四半期 2018年3月期

1 63,758 △1,391 65,149 85,106

2 (64,657) (△383) (65,040) (87,029)

 資金利益 3 51,631 △2,676 54,307 70,557

 役務取引等利益 4 10,292 1,051 9,241 13,398

 その他業務利益 5 1,834 234 1,600 1,150

（うち国債等債券損益） 6 (△898) (△1,006) (108) (△1,923)

7 47,494 △715 48,209 63,889

 うち人件費 8 25,629 △729 26,358 34,935

 うち物件費 9 19,055 193 18,862 25,122

10 16,263 △677 16,940 21,216

（コア業務純益） 11 (17,162) (331) (16,831) (23,140)

12 395 384 11 △307

13 15,867 △1,062 16,929 21,524

14 3,652 △2,204 5,856 6,970

 うち不良債権処理額② 15 3,097 1,669 1,428 2,494

（貸倒償却引当費用①＋②） 16 (3,493) (2,054) (1,439) (2,186)

 うち貸倒引当金戻入益 17 ― △947 947 1,029

 うち偶発損失引当金戻入益 18 151 100 51 59

 うち償却債権取立益 19 853 △135 988 1,218

 うち株式等関係損益 20 6,333 1,091 5,242 6,891

21 19,520 △3,265 22,785 28,495

22 △6,135 △6,070 △65 △569

 うち固定資産処分損益 23 △113 △61 △52 △108

 うち減損損失 24 6,414 6,402 12 96

25 13,385 △9,335 22,720 27,925

26 3,642 △1,066 4,708 6,802

27 △1,652 △2,898 1,246 472

28 11,394 △5,370 16,764 20,650

（参考）

 ネット信用コスト 12＋15－17－18－19 29 2,487 3,034 △547 △120

※コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益

※実質業務純益＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

※コア業務純益＝コア業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

 経常利益

 特別損益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

 業務粗利益

（コア業務粗利益）

 税引前四半期(当期)純利益

 四半期(当期)純利益

 経費（除く臨時処理分）

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額①

 業務純益

 臨時損益
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（３）第四銀行 単体

(単位:百万円)

2019年3月期 2018年3月期  (参考)

第3四半期
2018年3月期
第3四半期比

第3四半期 2018年3月期

1 42,035 △116 42,151 55,574

2 (43,979) (792) (43,187) (57,490)

 資金利益 3 33,532 △1,115 34,647 44,778

 役務取引等利益 4 8,273 1,026 7,247 10,160

 その他業務利益 5 229 △27 256 635

（うち国債等債券損益） 6 (△1,944) (△908) (△1,036) (△1,916)

7 31,064 △375 31,439 41,602

 うち人件費 8 16,705 △525 17,230 22,843

 うち物件費 9 12,621 200 12,421 16,455

10 10,970 258 10,712 13,971

（コア業務純益） 11 (12,915) (1,167) (11,748) (15,888)

12 107 107 ― ―

13 10,863 151 10,712 13,971

 業務粗利益

（コア業務粗利益）

 経費（除く臨時処理分）

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額①

 業務純益

○業務粗利益…前年同四半期比1億円減益の420億円となりました。

役務取引等利益は10億円増加したものの、資金利益は11億円減少しました。

○コア業務純益…前年同四半期比11億円増益の129億円となりました。

○経常利益…コア業務純益は増加したものの、国債等債券損益が9億円、株式等関係損益が4億円それぞれ減少し

たことに加え、ネット信用コストが20億円増加したことから前年同四半期比24億円減益の128億円となりました。
○四半期純利益…店舗最適化計画等に伴う減損損失21億円を計上したことなどから、前年同四半期比28億円
減益の81億円となりました。
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14 1,974 △2,595 4,569 4,686

 うち不良債権処理額② 15 1,380 500 880 1,497

（貸倒償却引当費用①＋②） 16 (1,488) (608) (880) (1,497)

 うち貸倒引当金戻入益 17 ― △947 947 1,029

 うち偶発損失引当金戻入益 18 25 △25 50 59

 うち償却債権取立益 19 310 △427 737 793

 うち株式等関係損益 20 3,027 △453 3,480 3,858

21 12,837 △2,445 15,282 18,658

22 △2,172 △2,138 △34 △56

 うち固定資産処分損益 23 △87 △55 △32 △46

 うち減損損失 24 2,184 2,182 2 10

25 10,664 △4,583 15,247 18,601

26 2,592 △824 3,416 5,407

27 △109 △910 801 △295

28 8,181 △2,848 11,029 13,489

（参考）

 ネット信用コスト 12＋15－17－18－19 29 1,151 2,005 △854 △385

 法人税等調整額

 四半期(当期)純利益

 臨時損益

 経常利益

 特別損益

 税引前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税
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（４）北越銀行 単体

(単位:百万円)

2019年3月期 2018年3月期  (参考)

第3四半期
2018年3月期
第3四半期比

第3四半期 2018年3月期

1 21,722 △1,275 22,997 29,531

2 (20,677) (△1,175) (21,852) (29,538)

 資金利益 3 18,098 △1,562 19,660 25,779

 役務取引等利益 4 2,019 25 1,994 3,237

 その他業務利益 5 1,605 262 1,343 514

（うち国債等債券損益） 6 (1,045) (△100) (1,145) (△6)

7 16,430 △340 16,770 22,286

 うち人件費 8 8,924 △204 9,128 12,092

 うち物件費 9 6,434 △7 6,441 8,666

10 5,292 △935 6,227 7,245

（コア業務純益） 11 (4,247) (△835) (5,082) (7,252)

12 287 276 11 △307

13 5,004 △1,212 6,216 7,552

 業務粗利益

（コア業務粗利益）

 経費（除く臨時処理分）

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額①

 業務純益

○業務粗利益…前年同四半期比12億円減益の217億円となりました。

その他業務利益は2億円増加したものの、資金利益は15億円減少しました。

○コア業務純益…前年同四半期比8億円減益の42億円となりました。

○経常利益…株式等関係損益が15億円増加したものの、コア業務純益の減少に加え、ネット信用コストが10億円増加

したことなどから、前年同四半期比8億円減益の66億円となりました。
○四半期純利益…店舗最適化計画等に伴う減損損失42億円を計上したことなどから、前年同四半期比25億円減益の

32億円となりました。
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14 1,677 391 1,286 2,283

 うち不良債権処理額② 15 1,717 1,169 548 996

（貸倒償却引当費用①＋②） 16 (2,005) (1,446) (559) (689)

 うち貸倒引当金戻入益 17 ― ― ― ―

 うち偶発損失引当金戻入益 18 126 126 0 ―

 うち償却債権取立益 19 542 291 251 424

 うち株式等関係損益 20 3,305 1,544 1,761 3,032

21 6,682 △821 7,503 9,836

22 △3,962 △3,932 △30 △512

 うち固定資産処分損益 23 △25 △5 △20 △61

 うち減損損失 24 4,230 4,220 10 85

25 2,720 △4,752 7,472 9,324

26 1,049 △243 1,292 1,394

27 △1,543 △1,987 444 768

28 3,213 △2,522 5,735 7,161

（参考）

 ネット信用コスト 12＋15－17－18－19 29 1,335 1,028 307 265

 法人税等調整額

 四半期(当期)純利益

 臨時損益

 経常利益

 特別損益

 税引前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税
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２．金融再生法開示債権

（１）２行合算

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

78 △ 8 86 79

破綻先債権 20 4 16 14

実質破綻先債権 57 △ 13 70 64

515 △ 73 588 540

55 △ 14 69 55

649 △ 96 745 675

51,958 2,630 49,328 51,150

52,608 2,535 50,073 51,825

1.23% △ 0.25% 1.48% 1.30%

（２）第四銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

35 △ 6 41 32

破綻先債権 13 3 10 11

実質破綻先債権 21 △ 9 30 20

313 △ 52 365 327

33 △ 17 50 38

383 △ 74 457 399

34,068 1,496 32,572 33,540

34,451 1,421 33,030 33,940

1.11% △ 0.27% 1.38% 1.17%

（３）北越銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

43 △ 2 45 46

破綻先債権 7 2 5 3

実質破綻先債権 35 △ 4 39 43

201 △ 21 222 212

21 2 19 16

266 △ 21 287 275

17,889 1,134 16,755 17,609

18,156 1,114 17,042 17,885

1.46% △ 0.22% 1.68% 1.54%

正常債権

債権額合計 （Ｂ）

不良債権比率　（Ａ）÷（Ｂ）

2018年12月末 2017年12月末

破産更生等債権

危険債権

要管理債権

小計 （Ａ）

不良債権比率　（Ａ）÷（Ｂ）

小計 （Ａ）

正常債権

債権額合計 （Ｂ）

危険債権

要管理債権

小計 （Ａ）

正常債権

破産更生等債権

危険債権

要管理債権

不良債権比率　（Ａ）÷（Ｂ）

破産更生等債権

債権額合計 （Ｂ）

2018年12月末 2017年12月末

2018年9月末

2018年9月末

2018年9月末

2018年12月末 2017年12月末
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３．有価証券の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ連結

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末
貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

686 17 17 0 ― ― ― ― ― ― ― ―

24,345 395 799 403 ― ― ― ― ― ― ― ―

1,394 387 487 100 ― ― ― ― ― ― ― ―

14,377 166 170 3 ― ― ― ― ― ― ― ―

8,572 △157 141 299 ― ― ― ― ― ― ― ―

うち外国債券 4,170 23 52 29 ― ― ― ― ― ― ― ―

（２）２行合算

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末
貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

686 17 17 0 746 26 26 0 699 19 19 0

24,234 504 892 387 26,239 1,219 1,384 165 25,346 905 1,158 252

1,283 460 519 58 1,751 902 907 5 1,628 777 795 17

14,377 211 216 5 15,800 238 248 9 14,582 132 160 27

8,572 △167 156 323 8,687 78 228 150 9,135 △4 202 207

うち外国債券 4,170 25 58 32 4,135 △34 15 50 4,550 △48 18 66

（３）第四銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末
貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

686 17 17 0 746 26 26 0 699 19 19 0

15,040 385 643 258 16,942 909 1,027 118 16,316 704 894 190

1,057 389 434 44 1,399 713 717 4 1,292 615 629 14

9,038 108 111 2 10,029 142 146 4 9,348 84 96 12

4,944 △112 98 210 5,513 53 162 108 5,675 4 168 163

うち外国債券 2,077 △16 13 29 2,630 △46 0 47 2,527 △51 5 57

（４）北越銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末
貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

9,194 119 248 129 9,296 310 357 47 9,029 201 263 62

226 71 85 13 351 189 190 0 335 162 165 3

5,339 102 105 2 5,770 96 101 5 5,234 48 63 15

3,628 △55 58 113 3,174 24 65 41 3,459 △9 34 43

うち外国債券 2,093 42 45 2 1,505 12 15 2 2,023 3 12 9

 株式

 債券

 その他

 満期保有目的

 満期保有目的

 その他有価証券

 その他有価証券

 満期保有目的

 株式

 債券

 その他

 株式

 債券

 その他有価証券

 満期保有目的

 その他有価証券

 その他

 株式

 債券

 その他
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４．預金等、貸出金残高

（１）２行合算

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

51,001 2,424 48,577 50,227

 うち県内貸出金 37,702 1,659 36,043 37,099

 うち中小企業等貸出 31,703 1,660 30,043 31,065

 うち個人ローン残高 12,347 712 11,635 12,194

74,182 1,569 72,613 74,143

 うち県内預金等残高 72,364 1,435 70,929 72,302

 うち個人預金等残高 49,735 631 49,104 48,948

（２）第四銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

33,553 1,416 32,137 33,051

 うち県内貸出金 24,384 1,066 23,318 23,997

 うち中小企業等貸出 20,834 1,659 19,175 20,377

 うち個人ローン残高 8,096 535 7,561 7,993

47,971 887 47,084 48,017

 うち県内預金等残高 46,930 835 46,095 46,905

 うち個人預金等残高 32,055 352 31,703 31,521

（３）北越銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

17,447 1,008 16,439 17,175

 うち県内貸出金 13,317 593 12,724 13,101

 うち中小企業等貸出 10,869 2 10,867 10,687

 うち個人ローン残高 4,251 178 4,073 4,200

26,211 683 25,528 26,125

 うち県内預金等残高 25,434 600 24,834 25,396

 うち個人預金等残高 17,679 278 17,401 17,426

※預金等残高＝預金＋譲渡性預金

 預金等残高

 預金等残高

 貸出金残高

 貸出金残高

 預金等残高

2018年12月末

2018年9月末

2018年9月末

2018年9月末

2017年12月末

 貸出金残高

2018年12月末 2017年12月末

2018年12月末 2017年12月末
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５．投資信託･公共債等預かり資産残高

（１）２行合算

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

8,613 △ 10 8,623 8,830

 投資信託 2,003 △ 61 2,064 2,168

 公共債 1,207 △ 116 1,323 1,242

 保険 5,402 168 5,234 5,418

（２）第四銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

5,604 71 5,533 5,696

 投資信託 1,177 △ 3 1,180 1,262

 公共債 1,095 △ 92 1,187 1,123

 保険 3,331 166 3,165 3,311

（３）北越銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2017年12月末比

3,009 △ 80 3,089 3,133

 投資信託 825 △ 58 883 906

 公共債 112 △ 24 136 119

 保険 2,071 2 2,069 2,107

＜参考＞2018年度業績予想【第四北越フィナンシャルグループ連結】

（単位：億円）

2018年度予想

経常利益 160

親会社株主に帰属する当期純利益 560

※2018年10月1日に公表いたしました業績予想から変更はありません。

以上

2018年9月末

2018年9月末

2018年9月末

2018年12月末 2017年12月末

 預かり資産残高

 預かり資産残高

2018年12月末 2017年12月末

 預かり資産残高

2018年12月末 2017年12月末
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